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1．序論 

 愛知県のアサリ生産量は全国の約 6 割を占めてい

る．豊川河口干潟（六条潟）では毎年大量のアサリ稚

貝が発生しており，これが種苗となることで三河湾

での生産を支えている．アサリ稚貝と成育場となる

干潟域の土砂環境は密接に関連しており，今後もア

サリ稚貝の安定した供給を図るために，稚貝の発生

機構や干潟域の土砂環境の解明が求められている．  

 本研究では地形測量と着色砂追跡調査の結果から，

六条潟における年および季節的な時間スケールでの

地形変化の特徴と底質移動を検討した． 

2．調査概要 

(1)縦断地形測量 

年スケールでの干潟地形変化を捉えるため，図 1

に実線で示した 5 本の測線に沿って縦断測量を行っ

た．測線の沿岸方向間隔は約 250 m である．標尺を

用いて 5 m 間隔で水深を測定し，同時刻の潮位を用

いて水深を補正して標高を得た．また 2013～2016 年

の 8 月の大潮の干潮時に測量を行った． 

(2)深浅測量 

 夏季から秋季のメガリップルの地形変化を掴むた

めに，2016 年 7 月と 11 月の 2 度，深浅測量を行っ

た．図 1 に破線で比較に用いた測線を示した．測深

には GPS 魚群探知機を用いた．また，得られた水深

は同時刻の潮位を用いて補正し，標高を得た．                 

(3)着色砂追跡調査 

 冬季の底質移動を把握するために着色砂追跡調査

を行った．図 1 に△で着色砂投入地点を，○で採泥

地点を示した．採泥は 2 週間～1 ヵ月間隔で行った．

2014 年 10 月に青砂（d50 = 0.3 mm）を DAN2 に，2015

年 12 月に赤砂（d50 = 1.3 mm）を RJ6 に投入した．採

取した土砂からの着色砂検出には画像解析と目視を

組み合わせた黒澤（2015）と同様の手法を用いた． 

3．調査結果  

(1)縦断地形測量 

 

図 1 豊橋河口干潟における調査地点 

 

図 2 4 年間の L1，L25 の縦断面図 

 

図 3 朔望平均干潮位基準の各測線の断面積変化量 

 図 2に L1 と L25 における 4 年分の縦断地形を示 

した．L1～L2 は約 1/800 の緩勾配の地形であり，L25

および L3 の南側の測線では波長約 50 m，高低差約

0.3～0.5 m のメガリップルの形成が確認された．ま

た，L25 においてメガリップルの峰と谷の位置が

2013 年と 2014 年，2014 年と 2015 年で変化している

ことがわかる．測線毎に見られたメガリップルの有

無や勾配といった特徴は，4 年間を通じて大きな変化

することはなかった． 

図 3 に各測線の断面積変化量を示した．断面積は

三河港湾事務所が提示している三河湾の朔望平均干

潮位（T.P. -1.307 m）より上の地形を対象として算出

し，2013 年を基準とした差分を求めた．また，L25 の

み 2013 年のデータに欠測があるため，2014 年との 
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図 4 2016 年 7 月と 11 月の A13，A15 の断面比較 

 

図 5 測量期間中の六条潟における有義波高 

差分で示している．これより，2013 年から 2014 年に

かけて干潟全体で堆積，2015 年から 2016 年にかけ

て侵食していることがわかった．よって，六条潟の地

形変化の傾向は堆積から侵食に変化したといえる． 

(2)深浅測量 

 図 4に 2016 年 7 月と 11 月に得た A13 と A15 の海

底地形横断図を示した．これより，峰や谷の位置，メ

ガリップルの高さなどは両測線で概ね一致している． 

図 5に測量期間中の六条潟における有義波高を示 

した．有義波高は SMB 法を用い，風況は気象庁豊橋 

観測所の1時間毎の観測値を基に算出した．ただし，

三河湾における六条潟の位置関係から，陸（東）から 

の風は吹送距離を 0 m とした．これより台風 10 号接

近時には最大有義波高が 0.8 m と高波が発生してい

る．また，7 月は梅雨前線が発達し，前線の南側では

西や南西の風が卓越するため，高波が多く発生した

と考えられる．これより，2 回の測量の間に台風の来

襲などによる高波が発生したが，メガリップルに変

化が見られなかった．  

(3)着色砂追跡調査 

 図 6 に投入地点での着色砂の検出個数の経時変化

を示した．2014 年の投入地点での青色着色砂の検出

数は青木（2015）から引用した．また，強い底質移動

力に着目するため，採泥から次の採泥までの期間に

おける， d50 = 1.3 mm に対するシールズ数を計算し

た結果から，底質移動が起こる 0.1 以上の場合の累積

時間を示した．これより，投入地点での赤色と青色着

色砂の推移はほぼ一致している．また，シールズ数の 

 

(a) 2014 年 10 月～2015 年 6 月 

 

(b) 2015 年 12 月～2016 年 9 月 

図 6 投入地点での着色砂検出数とシールズ数の累積時間 

累積時間は冬季（1～2 月）において卓越しているこ

とがわかった．また，赤色着色砂は投入地点以外では

検出されなかったが，検出数が減少しているため，土

砂移動が生じていることがわかる．採泥地点間の距

離が約 250 m であるため，その移動速度は 1 m/day 未

満であるといえる．また，6～7 月にかけて DAN2 地

点での検出数が増加しており，その期間でのシール

ズ数の累積時間は短かった．  

4．考察 

 4 年間を通してメガリップルの有無や勾配といっ

た地形特徴は大きく変化せず（図 2），六条潟の地形

は比較的安定していることがわかった．また，干潟南

部に形成されているメガリップルは台風の接近によ

る高波浪を得ても移動などの変化が見られず（図 5），

一方でその地形変化が確認されていること（図 2）や

冬季に活発な漂砂が発生すること（図 6）から，冬季

の地形変化外力が大きいことが予想される．  

5．結論 

 六条潟の地形は比較的安定しているが，地形変化

や底質移動は冬季に活発であると推測される．しか

し，メガリップルの移動要因など，未解明な点が多

く，今後も現地調査を進める必要がある． 
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